


新世代のウレタン塗膜防水 
セピロン 

現代の建築工事にとって、ウレタン塗膜防水は欠かせない存在です。

ウレタン塗膜防水が登場して40年以上を経た今日、 

環境負荷の低減や高耐久性などの課題に取組みながら 

最新のテクノロジーから生まれた新世代のウレタン防水工法。 

それが「セピロン防水工法」です。 

セピロン防水工法には、環境に配慮し、冬期でも翌日に硬化する程の速硬化性を誇る

「セピロンQ工法」と、より環境面に対応し、無溶剤型ウレタンを使用した「セピロン

E工法」があります。 

また、ウレタン防水材と改質アスファルトシートを併用した複合絶縁防水「セピロンM工

法」も用意しております。 

クリーンで安全、そして施工性に優れたセピロン防水工法は、オフィスビルや学校、マン

ションなど新築工事はもとより、改修工事にも大きなアドバンテージを生み出します。 

確かな防水性能 

歩行が可能 JIS規格に適合する確かな品質 

シームレスで、仕上がりが綺麗 色彩豊かな防水層の形成 

軽量で、屋根に負担をかけない 

複雑な形状の下地に対応 

厳冬期でも翌日硬化 

セピロン防水工法の特長セピロン防水工法の特長

優れた作業性（速硬化性）と工期の短縮 

優れた安全性 

標準仕様は、F☆☆☆☆を取得した材料を使用しています。 

セピロン防水工法の特長 

仕様の見方、仕様適合表、各工法の特長 

防水仕様 

公的仕様書資料 

トップコートについて 

セピロン防水の施工上の注意 
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セピロンコートは塗り易いことはもちろん、更に専用硬化促進剤

を併用すると、より短時間で硬化させることが出来ます。 

このため、大きく工期を短縮することが可能です。 

セピロンコートの硬化被膜は、650%以上の伸び率を有します。

このため、下地の挙動にも追従でき、確かな防水性能が得られま

す。 

セピロン防水は、耐摩耗性・耐衝撃性に優れているので、開放廊下

やベランダ、ルーフバルコニー等、歩行頻度の高い床でも使用でき

ます。（スポーツ床仕上げとする場合は、ご相談ください。） 

セピロンコート類は、「JIS A 6021〔建築用塗膜防水材〕ウレ

タンゴム系高伸長形（旧1類）」に適合する製品です。 

平場用の防水材は、セルフレベリング性を備えており、他の防水

材よりシームレスで美観に優れた防水層が形成できます。 
セピロン防水用の保護塗料は、様々な着色が可能であり、色彩豊

かな防水層の形成が可能です。 

セピロン防水材は、薄膜で防水性の強い塗膜が形成できます。 

その為、屋根にかかる荷重を軽減できます。 

セピロン防水材は、塗膜防水であるため、シート系防水材が苦手 

としている複雑な納まりの施工箇所に適しております。 

セピロン防水材は、硬化促進剤を併用することにより、厳冬期でも

翌日硬化が可能で、夏期には１日2工程を行うことも可能です。 

対 象 外：原料自体は使用しておりますが、トリレンジイソシアネートの含有量が規制値以下（1％未満）となります。 

未 使 用：原料自体を含有しておりません。 

 

対 象 外 

対 象 外 
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未 使 用 

未 使 用 
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セピロンコートＱ 

セピロンコートＱＶ 

セピロンコートＥ 

セピロンコートＥＶ 

　　　　ー 

　　　　ー 

分  類 

防水材 

 

プライマー類 

トップコート類 

副資材 

 

製 品 名 
主  剤 

対象物質：(TDI) 
トリレンジイソシアネート  

 

硬 化 剤 
対象物質：(MOCA) 

3,3
,
ージクロロー4,4

,
ージアミノジフェニルメタン 

セピロン防水における特定化学物質（TDI，MOCA）含有について 

目次 
ページ 

セピロンコート類は「労働安全衛生法／特定化学物質障害予防規則」（特化則）において、特定化学物質とされている「MOCA」を使用して

おりません。また、「TDI」の含有量も1％未満です。 

特にセピロンＥ工法に使用するセピロンコートＥ類は、「MOCA」はもちろん厚生労働省及び文部科学省の指針値で規定されている、キシレ

ン、トルエン、ホルムアルデヒドなどの揮発性有機化合物（VOC）を全く使用しておりません。 



セピロン防水 

仕様の見方 仕様適合表 

各工法の特長 

UF 

UD 

UM 

UB 

 

密着工法（クロスあり） 
絶縁工法 

改質アスファルト複合絶縁工法 
密着工法（クロスあり、なし） 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
 
 

○ 

○ 
 
 

○ 

○ 
 
 
○ 

○ 
 
 

○ 

屋  上 ルーフバルコニー バルコニー 廊  下 架台(笠木・庇) 階  段 
 

工　法 仕様記号 
適用部位  

U  F   30 E  N  LU  F   30 E  N  L
F

D

B

M

T

密着工法

絶縁工法 

ベランダ、庇、パラペット工法 

改質アスファルトシート併用絶縁工法 

トップコート塗り替え 

C 

X

L

S

W

Z

カラートップコート（環境配慮型）

カラートップコート（環境対応型）

シルバートップコート 

高耐候性シリコン系トップコート 

高耐候性カラートップコート 

遮熱性トップコート 

A 

N

セピロンシート A（穴あり）

セピロンシート N（穴なし）

Q

QV

E

EV

環境配慮型（平場） 

環境配慮型（立上り） 

環境対応型（平場） 

環境対応型（立上り） 

15

20

30

40

平均 1.5 mm 

平均 2.0 mm 

平均 3.0 mm 

平均 4.0 mm

絶縁シートの種類 防水層の厚さ 

絶縁シートの種類 

液状でシームレスな防水材であり、形状の複雑な部位にも施工が容易です。 

下地との密着性に優れます。       

●ＵＦ工法  

絶縁シート「セピロンシートＡ（Ｎ）」を使用する、絶縁工法です。脱気筒と 

併用することにより、下地からの湿気を排出し、フクレを防止する効果があります。 

下地に湿気が溜まりやすい改修工事等に適した工法です。     

●ＵＤ工法  

改質アスファルトシートと、ウレタン防水材を組み合わせた複合絶縁工法です。 

アスファルトシートの耐久性、絶縁シートの通気性、ウレタン塗膜防水材の 

美観を併せ持つ工法です。（アスファルト防水の改修用シートとしても使用可能です）      

●ＵM工法  

バルコニーや、開放廊下、階段等に適した工法です。形状が複雑で、クロスを入れに 

くい場合に適した工法です。 

●ＵB工法  

厚さ 
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セピロン防水の施工上の注意 

セピロン 
ラテックス 

セメント 
6号珪砂 

※あらかじめ空練りする 

8.5kg
17.0kg

清
水 

清
水 

2.0～4.0kg 2.0kg 0～0.5kg25.5kg

※ セピロン 
ラテックス 

セメント 
5号／6号＝1／1珪砂 

※あらかじめ空練りする 

8.6kg
25.8kg

混
合 

混
練 

調
整 

混
合 

混
練 

調
整 

清
水 

清
水 

2.0～4.0kg 2.0kg 0～1.0kg34.4kg

※ 

下地について 下地について 

セピロンモルタル（現場調合） セピロンモルタル（現場調合） 

下地の乾燥 

●高周波水分計により下地水分を計測（8wt%以下） 

※メジテープ施工直後は、膨れることがありますので、脱気装置を50m2に1個程度を目安に併用してください。 

下地に伸縮目地材がある場合は、既存目地を除去した後にバッカーを埋め込み、ウレタン系シーリング材を充墳してください。PCa下地の
目地の場合は、補強布「クロスK」や「セピロンクロスG」を用いて「セピロンコートQ（又はE）」の補強塗りを行ってください。セピロ
ンM工法の場合は、下地の既存目地を除去し、メジテープで処理します。メジテープは予めプライマーを塗布した後に施工し、浮きのな
いように転圧します。その際、メジテープは目地1スパンの長さで切断して貼り付け、メジテープの間は5mm程度開けます。 

金属製パイプは錆や塗料を除去した後、樹脂製パイプは目荒らしの処理後、専用プライマーを塗布し、補強布「クロスK」や「セピロン
クロスG」「セピロンクロスKN」を用いて、防水材の補強塗りを行ってください。 

下地の既存ドレンの状況など必要に応じて「マルエス鉛・銅ドレン」を設置してください。 

下地の乾燥が不十分な状態で防水工事を行うと、後々の防水層の膨れの原因となる場合があります。特に新設のコンクリート（モルタ
ル）は、夏期で3週間、冬期で4週間以上の養生が必要となります。 
下記のような方法で下地の乾燥具合を確認した後、防水の施工を行ってください。 

平 場 
 
 

 立上り 
 
 
 

平 場 
 
 
 

 立上り 

著しい膨れ、浮きは修繕をする。 
原則として下地の損傷に注意して防水層を 
撤去し、下地調整を行う。 
下地調整を行う。 
目地の処理を行う。 
原則として下地の損傷に注意して防水層、 
保護層を撤去し、下地調整を行う。 
 

下地の損傷に注意して防水層、断熱層を撤去し、下地調整を行う。 
  
下地の損傷に注意して防水層を撤去し、下地調整を行う。 
  
下地の損傷に注意して防水層、保護層、断熱層を撤去し、 
下地調整を行う。 
  
下地の損傷に注意して防水層、保護層を撤去し、下地調整を行う。 

撤　去 非撤去  
部位 既存防水層 

の種類 
既存防水層・保護層の処理 

改修工事における既存防水層の処理 改修工事における既存防水層の処理 

①出隅部、入隅部の処理 
入隅部は通りよく直角仕上げとしてください。出隅部は、3
～5mm程度の面取りを行ってください。 

②下地の不陸調整 
下地の凸部分や突起異物は、サンダーなどで除去してくださ
い。また、下地の欠損部分や水溜まりのできる箇所は、下地調
整材の「セピロンモルタル」などで平滑に仕上げてください。 

③下地匂配の確認 
下地の匂配は1／100～5／100の範囲に納まるようにして
ください。匂配の調整には「セピロンモルタル」等で処理して
ください。 

④下地の浮き 
下地の浮きのある場合や脆弱な部分があるときは、その部分を斫り取った後
「セピロンモルタル」等で平滑に仕上げてください。 
下地の浮きが小さな場合にはエボキシ系の注入材で処理することもできます。 

⑤下地のクラック部の処理 
下地に1mm以上のクラックが生じている部分はUカットし、ウレタン系シー
リング材を充墳して、平滑に処理してください。 

⑥下地の清掃 
塵埃、脂分、接着剤などの下地表面の汚れは、下地の清掃とともに除去し
てください。又、レイタンスは除去して、下地の脆弱部分も処理しておい
てください。 

 

セピロン防水の施工環境 セピロン防水の施工環境 

気温その他施工にあって「セピロンコートQ」や「セピロンコートE」の材料粘度を調整しなければならない場合には、次の通り必ず指定の希釈剤を使用し
てください。その際の使用量の限度は、主剤と硬化剤の合計量の重量5%以内としてください。 
　●セピロンコートQの場合は、キシレンを使用してください。 
　●セピロンコートEの場合は、非芳香族系の低臭環境対応型希釈剤「NSソルベント」を使用してください。尚、アルコール類が含有されているエポキ
　　シ樹脂用シンナーや塗料用シンナーの使用は反応を阻害しますので絶対に使用しないでください。 

セピロン防水施工の安全管理 セピロン防水施工の安全管理 

セピロン防水層の維持管理 セピロン防水層の維持管理 

定期的に点検・清掃を行い、飛来物や排水溝の泥、枯葉等の詰まりを除去し、水溜まりのないようにしてください。 

保護の塗料が薄くなっている、剥離を起こしている、ひび割れがある等の異常が認められた場合は、施工業者に連絡してください。 

防水仕上塗料「セピロントップコートQ（又はEX）」の塗替えの目安は凡そ3～5年程度です。※ 

セピロン防水層の健全を保ち、長期にわたって防水性能を維持するためには、施工後からの維持管理が重要です。 
施主および建物管理者に以下のような管理をお願い致します。 

ハイヒールやスパイクシューズなどで歩行すると、防水層を損傷
する恐れがあります。防水層上を歩行する場合はゴム底の履物、
またはスリッパを使用してください。 

防水層の上で火気を使用しないでください。タバコの吸い殻の投
げ捨てや花火をすると、防水層の損傷の原因となります。 

溶剤、ガソリン、不凍液等の薬品をこぼさないでください。防水
層が軟化し、膨れや剥がれを生ずる原因となります。 

重量物を引きずったり、落としたりしないでください。 

イス、テーブル等を置く場合は、脚をゴム等で保護してください。 

ゴルフや一輪車の練習は行わないでください。 

防水層の上で犬、ウサギ、鶏等のペットは飼わないでください。

糞尿は防水層を劣化させます。 

洗浄には中性洗剤以外の洗剤は使用しないでください。 

クーリングタワーに使用する防藻剤や殺菌剤は、種類によって

防水層に損傷を与えますのでご注意ください。 

表面が水で濡れている場合は、滑りやすいので歩行する場合は

注意してください。 

※「トップコート」塗替えの目安はP.17をご参照ください。 

1

主としてモルタルミキサーを使用します。 

下地の乾燥 1

防水材料の粘度調整 2

「セピロンコートQ」、「セピロンコートE」はウレタン塗膜防水材の中で、極めて有害性物質の少ない製品でありますが、取り扱いにあたって
は保護具、安全帽、保護眼鏡、保護手袋、保護マスクの着用を励行してください。 

保護具の着用 1

セピロン防水攪拌注意事項 セピロン防水攪拌注意事項 

①硬化剤は予め攪拌機を用いて攪拌しておく。 
②主剤を別のポリバケツに移す。 
③主剤に少しづつ硬化剤を入れながら攪拌する。  

①硬化剤を攪拌する。（缶を振る程度）    
②硬化剤をポリバケツに移す。   
③硬化剤に少しづつ主剤を入れながら攪拌する。 

セピロンコート類 1 2 セピロントップコート類 

維持管理のお願い 1

使用上の注意 2

セピロン防水工法のシステムのうち幾つかは消防法で定める危険物に該当します。施工にあたって、材料の運搬、保管、貯蔵や取り扱いにつ
いて十分に配慮してください。 

危険物の取り扱い 2

防水施工にあたっては、常に作業上の危険や事故防止に配慮してください。また、施工現場ばかりでなく、周辺地域に対しても十分な配慮をしてください。 

作業環境の管理 3

下地の調整 2

目地の処理 3

貫通パイプ回りの処理 4

改修用ドレンの設置 5

露出防水 
 

保護防水 

①施工時の気温 
「セピロンコートQ（又はE）」は材料温度が-5℃の低温時にも施工は
可能ですが、施工面に結氷や霜が付着すると下地への接着不良を起こし
ますので、施工にあたっては気候の条件に十分な注意を払ってください。 

②施工の中止 
降雨、降雪、強風が予想される場合は施工を中止
してください。 

1
2
3

1 
 
　 
2

3

4
5

6
7

8
9

10

攪拌機は低回転型（300～600回転／分程度 3枚羽根を標準）を使用してください。ロットの違うセピロントップコートを混合しないでください。 

注意事項 

①3mm厚仕上げ 配合例（約5m2） ②10mm厚仕上げ 配合例（約2m2） 

防水層の補修、仕上塗料の塗り替えは専門技術が必要です。弊社又は専門工事店に依頼してください。（有償） 
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温
度
（
℃
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時間（h） 
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光
沢
保
持
率 

促進暴露時間 (hr.)

(%)

セピロントップコート Si 

セピロントップコート EX 

セピロントップコート Q

試験はあくまでも促進暴露試験のデータであり、実際の環境下における品質の保証値ではありません。 
また、実際の環境下では暴風・温度・汚れの付着・下塗り材の影響等により光沢保持率は変動します。 

セピロントップクール 

 

セピロントップコートＱ 

 

 

グレー 

ホワイト 

グレー 

ライトグレー 

58.8 

50.3 

71.5 

62.7

31.6 

28.9 

35.5 

32.7

－12.7 

－21.2 

ー   

－8.8

（℃） （℃） Qグレーとの比較 
色　調 製　品　名 

最高温度 平均温度 最高温度差（℃） 

セピロントップクール  グレー 

セピロントップクール  ホワイト 

 

 

45.8 

64.6

30.9 

57.8

65.6 

73.6

全波長領域 可視光線領域 近赤外線領域 
製　品　名 

日射反射率（％） 

一般塗料 

グレー 

セピロントップクール 

グレー 

セピロントップコートＱ  
グレー 

セピロントップコートＱ 
ライトグレー 

セピロントップクール   
グレー 

セピロントップクール   
ホワイト 

気　温 
 

測定日時：平成25年8月28日　   測定場所：埼玉県春日部市 

技術資料 

セピロントップクールの特長 セピロントップクールの特長 

セピロントップクールは、セピロン防水用のアクリルウレタン樹脂系トップコートです。近赤外線反射性能に

優れた熱反射性顔料を使用することで、薄膜、濃色でも優れた遮熱効果を発揮します。防水層の温度が低減さ

れるため、防水層の保護効果があります。（トップコート塗替えまでの期間：3～5年） 

●主   剤 7kg／缶  ： 硬化剤 7kg／缶   
   （重量配合比１：１） 

●日射反射性能に優れた塗料です。 
   （右表参照） 
 

■ランプ照射によるサーモグラフ画像 

■各種トップコートの光沢保持率 (単膜） 

JIS K 5602 「塗膜の日射反射率の求め方」による。　下地：ウレタン塗膜 

遮熱性トップコート セピロントップコートSiの特長 セピロントップコートSiの特長 

セピロントップコートＳｉは、紫外線（ＵＶ）に対して有効な構造を持つ『ＨＡＬＳ』と、耐久性向上が期

待できる『シリコン』・『特殊樹脂』の 3 種をバランスよく処方した、特殊アクリルシリコン系保護塗料で、

優れた耐久性と耐候性を実現します。また、「トルエン・キシレン」等を使用していないため、環境対応から

高性能・高品質対応まで幅広く使用できる材料です。 

セピロントップコートＱの上に重ね塗りする積層仕様で高耐久性トップコートとして使用できるため、トップ

コートの塗り替え工事を大幅に延長できます。 （トップコート塗替えまでの期間：8 ～10 年） 

●主剤 6kg／缶 ： 硬化剤 9kg／缶   （重量配合比1：1.5） 

●シックハウス症候群誘発物質として規制されている物質を含んでおりません。 

●トップコートの塗り替え期間が大幅に延長できます。 

■試験方法 

　● 光沢保持率：初期光沢を100とし、一定期間暴露した時の光沢の保持率を表したもの。 

　● SWOMによる促進耐候性試験（60°光沢保持率）※社内試験 

規格・特長 

各種トップコートの促進耐候性試験結果 

規格・特長 

遮熱効果 

環境対応型高耐候性トップコート 

24 25





 

28 29



F☆☆☆☆ F☆☆☆☆ 

● 特注色（受注） 

環境対応型2成分型アクリルシリコン

系トップコートです。    

セピロンコート類の上に塗布し、耐久性・

耐候性を向上させ防水層を保護します。

耐久性の高い「シリコン」と「HALS」

をバランスよく配合した、高耐久塗料

です。   

溶剤2成分型アクリルウレタン系シル

バートップコートです。    

セピロンコート類の上に塗布し、耐久性・

耐候性を向上させ防水層を保護します。 

F☆☆☆☆ 

※トップコートシンナーを必ず添加してください。 

アクリル／ポリエステル繊維系の絶縁（通気

緩衝）シートです。通気効果とクラック防止効

果を併せもちます。帯電防止効果に優れ、冬

期の静電気の発生を抑制します。パンチ穴に

より下地になじみやすく、アンカー効果により

下地と一体化させる効果があります。 

※セピロンシートA施工後は目止めとしてセピロン
　コートＱV又はＥVで施工します。  

ポリエステル繊維系の絶縁（通気緩衝）シート

です。通気効果とクラック防止効果を併せも

ちます。帯電防止効果に優れ、冬期の静電気

の発生を抑制します。シート穴が無いため、敷

設後は平場用の防水材で施工する事が可能

です。   

※セピロンシートＮ施工後はセピロンコートＱ又はＥ
　で施工します。 

無溶剤2成分型ウレタン系接着剤

です。   

主にコンクリート・モルタルと絶縁

シートを接着させるために使用し

ます。 

「セピロンシートA（N）」のジョイント処理用

粘着テープです。シート間の通気性を確保し、

より通気効果を高めます。 

既存保護コンクリートの伸縮目地

処理用粘着層付金属テープです。 

カッターやハサミでカットし、1スパ

ン毎に5mm程度空けて張り付け

ます。 

パラペットアゴ下用の粘着付水切

テープです。 

アゴ下より5～10mm程度はみ出

すように張り付けます。 

溶剤１成分型クロロプレン系接着

剤です。   

主にコンクリート・モルタルと絶縁

シートを接着させるために使用し

ます。  

改質アスファルト系絶縁シートです。通気効果

とクラック防止効果を併せもちます。平場で

使用し、ラップジョイント部はMXテープ、端部

はテープJを施工した後、セピロンコートＱＶ

又はＥＶで増し塗りします。 

※粗面仕上げはＰ.17参照 

sΩ™bIsdyuI

規格 

色 
希釈の可否 

危険物種別 

15kg ／セット 
（主剤6kg・硬化剤9kg） 
グレー、 ライトグレー、 グリーン 
不可 
主剤 :第4類第二石油類　 
硬化剤 :第4類第二石油類 

規格 

危険物種別 

10kg ／セット 
（主剤2kg・硬化剤8kg） 
主剤 :第4類第四石油類　 
硬化剤 :非危険物固体 

規格 

色 

希釈の可否 

危険物種別 

12kg ／セット 
（主剤6kg・硬化剤6kg） 
シルバー 
専用トップコートシンナー 
2.4kg ／セット※ 
主剤 :第4類第二石油類　 
硬化剤 :第4類第一石油類 

規  格 1.0m×50m／巻 

規  格 50mm×50m／巻 

規  格 2個入／箱 規  格 14kg ／缶 規  格 0.42kg ／袋 規  格 0.45kg ／袋、10kg ／袋 

規  格 100mm×16m 厚さ1.0mm

規  格 1.2m×50m／巻 

規  格 1.04m×100m／巻 規  格 1.02m×50m／巻 

規  格 1m×15m／巻 

規格 
危険物種別 

15kg／缶 
第4類第一石油類 

材料一覧 

規  格 50mm×50m／巻 

「エムイーシート」のジョイント処理用テープ

です。施工後は、セピロンコートQV(EV)で

増し塗りします。 

規  格 100mm×50m／巻 

「エムイーシート」の端末処理用テープです。

施工後は、セピロンコートQV（EV）で増し

塗りします。 

規  格 100mm×25m 4巻入／箱 

MX
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納まり図 

50mm

50mm

通りよく直角 

3～5mmの面取 

既存スラブが丸面取の場合は、そのまま加工可能です。 

コート類＋クロス コート類＋クロス 

防水材 

補強塗り 

プライマー 
防水材 

絶縁シート 

防水材 

絶縁シート 

ウレタンシーリング材 
若しくはモルタルを 
擦り込む 

Uカット後にウレタン 
シーリング材を充填 

Uカット後にウレタン 
シーリング材を充填 
その上部に補強塗り 
を行う 

下地のひび割れ 下地の処理 下地ひび割れ 

縦引ドレン 

横引ドレン 

●出 隅 ●入 隅 

●出 隅 

●1mm未満のひび割れ ●1mm以上のひび割れ　　 ●2mm以上のひび割れ　　 

●入 隅（密着工法） ●入 隅（絶縁工法） 

伸縮目地の処理 

●例1 ●例2

補強塗りの処理 

●例1 ●例2 ●例1

PC板 ALC板 

コート類＋クロス コート類＋クロス 

絶縁テープ 

プライマー 
メジテープ 

ウレタンシーリング材 

バックアップ材 

接着剤 

接着剤 

空間 空間 

ポリマーセメントモルタル 

モルタル ウレタンシーリング材 

50mm50mm 50mm50mm

50mm50mm50mm50mm
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マルエス 
鉛ドレン 

マルエスドレンキャップ 

既存ドレン 樹脂モルタル 

セピロン防水層 
セピロン防水層 
 

ドレンキャップ 

ドレン上皿 

ドレン下皿 既存防水層 

ウレタン 
シーリング材 

セピロン防水層 

ドレン上皿 

ドレン下皿 

マルエスドレンキャップ 

マルエスドレンキャップ 

既存ドレン 

樹脂モルタル 

マルエス鉛ドレン 

セピロン防水層 

ウレタンシーリング材 

補強材 

ウレタンシーリング材 モルタル 

樹脂モルタル 
既存防水層撤去 既存防水層 

既存防水層 



仕上塗料 

防水材 

防水材 

防水材 

防水材 

仕上塗料 

マルエス 
水切テープ 

防水材 

仕上塗料 

仕上塗料 

仕上塗料 

防水材 

ゴムマット 

防水材 

防水材 

モルタル 

5～10mm

50mm以上 

10mm

ウレタンシーリング材 

モルタル 

既設外装材 

既設外装材 

既設外装材 

既設外装材 
ウレタンシーリング材 

ウレタンシーリング材 

セピロンシート 

ウレタン 
シーリング材 

ウレタン 
シーリング材 

ウレタンシーリング材 

ウレタンシーリング材 ウレタンシーリング材 
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